
2022年度フィールド・スタディーズ成果発表

プログラム概要 ：オンラインで秋田県上小阿仁村と繋がり、村の課題について考え、グループごとに発表する。
実習先 ：秋田県上小阿仁村
実習先情報 ：秋田県のほぼ中央に位置する南北の山あいの村で、総面積の約93％が山林原野に占めら
れている。（人口約2,200人）。FSでは初年度から例年、学生の受入に多大なるご協力をいただいている。
参加人数 ：19名

学部学科 ：日本文学文化学科、政治学科、経済学科、経営学科、アントレプレナーシップ学科、データサイ
エンス学科、人間科学科、社会福祉学科、環境システム学科、建築デザイン学科、教育学科、幼児教育学科
実習期間 ：令和4年8月26日～9月2日（事前授業は7月、事後授業は10月に実施）
本学担当教員 ：後藤新（法学部政治学科）

◯プログラム全体課題：東京から発信できる「秋田県上小阿仁村」のＰＲを考える！
◯実習内容：

昨年に続き、今年度も新型コロナウイルス感染症の影響を受け、現地での実施は叶いませ
んでしたが、各日、上小阿仁村の皆様とZOOMで繋がり、東京にいるからこそできる！オン

ラインプログラムを実施しました。学生は上小阿仁村の皆様からのオンライン講義、グルー
プワーク、東京にある秋田県アンテナショップへの取材や図書館等での調査を通し、全体課
題に対する成果発表を行いました。

Instagramアカウントでも学生がプログラムの中で見つけた「上小阿仁村の魅力」を発信しました！
（一部掲載、学外学修推進センター事務課アカウント＠musashino_gaugai）

はばたけ秋田県上小阿仁村！
人口2,200人の小さな村にある魅力を見つける（オンライン）

画像などコンテンツの無断転載を禁じます

事前授業
（7-8月）

秋田県上小阿仁村の基本的な情報について学ぶ。
各自で調査と発表、秋田県のアンテナショップの取材を実施。

オンライン
学外学修
1日目（8/26）

小林 悦次村長へご挨拶、課題をいただく。

上小阿仁村役場、地域おこし協力隊、ＮＰＯこあに食農応援隊、上小阿仁村婦人会の
皆様から、村について、活動について紹介。

オンライン
学外学修
2日目（8/29）

武蔵野大学OBで元・上小阿仁村元地域おこし協力隊の水原聡一郎様より講義。
（外から見た秋田県上小阿仁村について学ぶ）

オンライン
学外学修
3日目（8/31）

上小阿仁村小中学校のNET Owen Cunningham先生、ALT Michael Hoang先生より講義。
（海外から見た秋田県上小阿仁村について学ぶ）

オンライン
学外学修
4日目（9/2）

NPOこあに食農応援隊の皆様から講義。
（上小阿仁村の特産物えごまについて学ぶ）

上小阿仁村役場産業課、地域おこし協力隊の皆様へ質問会。（上小阿仁村の産業、主
に林業について）

事後授業
（10月）

全体課題に対する成果発表。（6グループにわかれて発表）
上小阿仁村の皆様から講評。学生からお礼の挨拶。



◯学生の成果発表
今回オンラインプログラムでお世話になった皆様とZOOMで繋がり、6チームにわかれて、全
体課題に対する成果発表を行いました。
上小阿仁村の皆様に特に優秀なチームとして表彰していただいた3チームを掲載します。

【優秀チーム① 長期2班】

【講評】
上小阿仁村役場総務課企画班 畠山様より

秋田杉の魅力についてまとめてくれました。活用方法として、「秋田杉の家」の制作や、キャ
ンプ場のロッジを秋田杉で制作するなど、具体的でかつ実現の可能性があるアイデアをい
ただきました。また、実際に村へ来てくれた学生さんもおり、感謝です。
プログラム担当教員 後藤より

秋田杉の活用にとくに注目した点が評価できます。また、その際に国立科学博物館や国立
国会図書館におもむき、きちんとしたリサーチに基づいていることもとてもよいと思いました。

画像などコンテンツの無断転載を禁じます



【優秀チーム② 中期2班-2】

【講評】
上小阿仁村役場総務課企画班 畠山様より

協力隊の取り組みである秋田杉の端材の活用にもアイデアをいただきました。また、
村を知ってもらう取り組みとしてのオンラインツアーのアイデアは、コブ杉ガイドのNPO
の皆さんからも大好評でした。

プログラム担当教員 後藤より

オンラインツアーや端材を活用するアイディアがとてもよいと思います。手近なところ
から、手に取りやすいものからという発想はとても大切なことですよね。

画像などコンテンツの無断転載を禁じます



【優秀チーム③ 】中期1班-2

【講評】
上小阿仁村役場総務課企画班 畠山様より

上小阿仁村の食材が東京のレストランやカフェで使用されるとなれば、とてもワクワクします。
プログラムの課題であったアンテナショップ巡りからの発見であり、とてもよかったです。村
PRキャラクターこあぴょんが登場する絵本の提案も、ぜひとも実現させたいです。

プログラム担当教員 後藤より

旅のだいご味の一つはご当地の美味しいものを食べることですよね。本当に美味しいもの
は実際に行かないと食べられないかもしれませんが、それだからこそ“食”を通じて、上小阿
仁村を知ってもらうことは大切だと思います。

◯まとめ
【担当教員 後藤より】

今年度もオンラインでの実施になりましたが、小林悦次村長はじめ上小阿仁村の皆さまの
お陰で、とても充実したプログラムになりました。また、学生たちも、限られた状況下におい
て、とても意欲的に参加してくれたことを大変嬉しく思っています。

【上小阿仁村役場総務課企画班 畠山様より】

突然のオンライン研修への変更で、不安や戸惑いがあった中、学生の皆さんは、本当に真
剣に取り組んでくださいました。心から感謝します。また、後藤先生をはじめ、武蔵野大学の
皆さまのご尽力で、今年度のFS、無事終了できました。
心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

画像などコンテンツの無断転載を禁じます


